
市町村未来づくり交付金自己評価調書

1　事業群評価調書

成果指標 実績値

指標式等

（記載要領）
１　重点目標、事業群ごとに本様式を作成し、評価するものであること。
２　成果の概要については、できる限り客観的な数値によること。

重点目標

住宅背後地緊急保全事業

団体名：伊根町

地域資源を生かした、活力ある産業・地域づくり

事業群 構成事業名

いきいき健康チャレンジ事業

ボランティア・地域福祉活動推進事業
安心でうるおいのあるくらしづくり

健康づくりと国保事業健全運営事業

　本町は過疎化、高齢化が進んでおり、町民の健康づくりの意識を高め、健康寿命を延ばすことは重要
な課題である。特に国民健康保険被保険者一人あたりの医療費は、府下でも高い位置にランクされてお
り、国保財政運営基盤を揺るがす大きな要因ともなっているため、介護予防や生きがいづくりにより医
療及び介護費を抑制し、スポーツを通じた健康づくりの取り組みなど一体となり、健康でうるおいのあ
るくらしの創出を目指す必要がある。いきいき健康チャレンジ事業、ボランティア・地域福祉活動推進
事業、健康づくりと国保事業健全運営事業において、介護予防、住民参加型の福祉推進活動、健康教
育、保健指導等の保健事業の推進を行って町民のうるおいのあるくらしづくりを行っている。また、福
之内川の護岸の崩壊による下流域への影響、住宅背後地にある林道が崩壊する恐れがあったことから保
全を図り、水道施設の災害復旧工事を実施し「安心でうるおいのあるくらしづくり」の実現を進めてい
る。

住民安心護岸整備事業

飲料水確保事業

事業群全体による
成果の概要

※本年度の成果について、客観的な数値により評価できる場合は下欄に記入すること。また、複数の指標がある場合は適宜欄を追加する

こと。




